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䠄自主防災協議会拡大役員会のメンバー䠅

自分達Ʒ内部地区Ƹ自分達ǈんなư守る
自主防災協議会拡大役員会開催 自

主
防
う
つ
べ

　
今
年
度
䛿

「
地
域
防
災
力
強

化
事
業

」
で
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
の
指
導
の
も
と

、
三
項
目

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。

十
月
二
日
　
第
三
回
拡
大
役
員

会
を
開
催
し

、
事
業
計
画
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た

。

　
災
害
発
生
直
後
の

、
住
民
の
安
否

確
認
方
法
の
改
善
を
目
的
と
し

「
黄

色
い
フ

ェ
ル
ト

」
を
全
世
帯
へ
配
布

し
ま
す

。
防
災
訓
練
時
に

、

「
黄
色

い
フ

ェ
ル
ト

」
使
用
を
訓
練
項
目
に

入
䜜
定
着
化
を
図
䜛
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す

。
黄
色
い
フ
エ
ル
ト
の
準
備

䛿
䛷
き
䛶
い
ま
す

。

三

、
避
難
等
の
判
断
を
容
易
に
す
䜛

チ
ラ
シ
の
作
成

　
災
害
時
の
避
難
行
動
の
判
断
に
役

　
日
永
・
内
部
・
河
原
田
地
区
の
活

動
状
況
報
告
が
あ
䜚
ま
し
た

。

・
い
ざ
と
い
う
時

、
何
䛜
必
要
䛛
？

・
夜
の
地
震
　
ど
う
逃
䛢
る
？

・
子
供
・
高
齢
者
の
避
難
䛿
？

・
耐
震
器
具
䛿
よ
い
䛛
？

・
自
宅
防
災
片
づ
䛡
䛿
？

・
家
庭
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
䛿
？

・
非
常
食
の
準
備
䛿
よ
い
か
？

二

、
安
否
確
認
の
迅
㏿
化

（
黄
色
フ

エ
ル
ト
の
使
用
に
よ
る

）

設
備
部

・
指
定
避
難
所
開
設
時
䛻
必
要
䛺
書

類
䛻
つ
い
て

・
指
定
避
難
所
の
掲
示
ワ

ッ
ペ
ン

・
緊
急
避
難
所
開
設
に
つ
い
て
　
他

本
部
役
員
会
報
告
が
あ
り
ま
し
た

。

各
地
区
よ
り

マ

ッ
プ
部

・
発
災
時
の
防
災
倉
庫
備
蓄
品
の
使

用
に
つ
い
て

被
災
準
備
Ƹ
ư
き
Ư
い
Ǉ
す
か
？

立
つ

、
防
災
用
語

、
防
災
情
報
の
入
手
方
法

等
を
書
い
た
保
存
版
チ
ラ
シ
を
作
成
し

、
全

世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す

。

・
各
部
進
捗
状
況
報
告

組
織
部

　
家
具
固
定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実

施

。
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す

。　
防
災
マ

ッ
プ
の
見
直
し
進
行
中

。

自
助
の
観
点
か
ら

「
書
䛝
込
み
・
ぬ

り
え
式
我
䛜
家
の
防
災
マ

ッ
プ

」
と

し

、
全
戸
配
布
予
定
で
す

。

一

、
防
災
講
演
会
及
び
女
性
を

対
象
䛸
し
䛶
防
災
講
座
の
開
催

　
女
性
目
線
䛷
の
防
災
力
強
化

䛸

、
女
性
参
加
が
増
え
る
こ
と

を
目
的
と
し

、
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
中
心
に

、
八
月
二
日

防
災
頭
巾
作
成
講
座
実
施

、
十

月
二
十
六
日
　
段
ボ
ー
䝹
ト
イ

䝺
と
新
聞
紙
ス
䝸

ッ
パ
作
成
講

座
を
計
画
し
ま
し
た

。
年
四
回

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

。

教
育
訓
練
部

　
各
自
治
会
主
催
の
防
災
訓
練
の
内

容
を
紹
介

、
そ
の
春
期
防
災
訓
練
の

ま
と
め
を
作
成
し
ま
し
た

。
今
年
度

の
防
災
資
機
材
要
望
書
を
集
計
し
ま

し
た

。
十
月
二
十
日
　
防
災
講
演

会

、
十
月
二
十
四
日

、
二
十
九
日
に

内
部
地
区
総
合
防
災
訓
練
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

。
説
明
会
䛿

「
避
難

所
関
係
者

」
と

「
災
害
対
策
本
部
関

係
者

」
に
分
け
て
行
い
ま
す

。

・
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告

　
九
月
二
十
六
日
　
東
川
会
長
・
藤

田
減
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
出
席
し
ま

し
た

。

危
機
管
理
室
よ
り

・
防
災
活
動
事
例
発
表
会
に
つ
い
て

 
四
ケ
所
の
防
災
倉
庫
に
リ
ー
ダ
ー
と
部
員

を
割
り
振
り

、
倉
庫
の
点
検
実
施

。
浄
水
器

が
一
台
追
加
さ
れ

、
そ
の
試
運
転
を
八
月
二

十
九
日
　
東
小
学
校
で
行
い
ま
し
た

。

 第２６号



内部地区自主防災協議会
ᖹ成㻟㻜ᖺ度防災講演会

木田先生䚷䛚䛚いに語䜛䟿䟿
過去の災害の様子を知䜚䚸減災活動に生䛛そう

䚷災害例一䛴ひ䛸䛴䛻対し䛶䚸減災処方の話䛜あ䜚まし䛯䚹

䐟䚷日常䛛䜙隣近所の関係を密䛻し䚸コミュニテイを大ษ䛻す䜛䚹

䐠䚷家庭内の不要物・家具の整理をし䛶䛚く䚹

䐡䚷通電火災䛸地震・台風火災䛻注意す䜛䚹

䐢䚷災害時の給水活動䛿大ษ䛷あ䜛䚹

䐣䚷避難䛿徒歩䠄原則䠅䛛䚸車䛛䜘く考え䛶行う䚹

䐤䚷水流䛜遡上し䛶く䜛䚹河川の水量判断䛿注意す䜛䚹

䠄講演中の木田先生䠅 䠄会場風景䠅

䚷先生の最䜒強く記憶䛻残䜛台風・風水害䛿䚸昭和㻟㻠ᖺ9月の伊勢湾台風䛷䚸死者

㻝㻝㻡人全半懐家屋䛿㻟㻢9㻡棟の被害を䚸四日市䛻䜒䛯䜙しまし䛯䚹当日の様子䚸道路・

鉄道の状況䚸帰宅時の混乱䚸救援物資の準備䠄炊䛝出し・給水䠅等䚸先生の体験を

生々しく聴く䛣䛸䛜䛷䛝まし䛯䚹

䚷参加者䜘䜚䚸次の䜘う䛺感想䛜あ䜚まし䛯䚹䛂災害の整理䛜出来䛶良䛛䛳䛯䚹䛃䛂先生

䛿䚸自ศの命䛿自ศ䛷Ᏺ䜛䚹災害時䛿親䜒子䜒䛺い䚹䛸䛻角逃䛢䛶自ศの命をᏲ䜜䛸

言わ䜜䛯䛜䚸自ศ䛻䛷䛝䜛䛰䜝う䛛？䛃䛂家族䛷災害時の対応䛻䛴い䛶話し合う䚹䛃䛂一

度逃䛢䛯䜙䚸忘䜜物を取䜚䛻家䛻戻䜙䛺い䜘う䛻す䜛䚹䛃䛂ᖹ時䜘䜚䚸災害䛸の付䛝合い

方䛻慣䜜䛶䛚く䛣䛸䛜大ษ䛰䛸思䛳䛯䚹䛃

䚷ᖹ成㻟㻜ᖺ㻝㻜月㻞㻜日䠄日䠅内部小学校体育館䛻於い䛶䚸内部地区自主防災協議会

主催䚷ᖹ成㻟㻜ᖺ度䛂防災講演会䛃䛜開催さ䜜まし䛯䚹
䚷講演会䛿䚸司会䚷Ᏻ藤教育訓練部長䚸アシスタント䚷藤田組織部長䛷進䜑䜙䜜䚸東

川会長の挨拶䛜あ䜚まし䛯䚹
䚷講師䛿䚸前内部地区人権教育推進協議会会長の木田冨喜先生䛷䚸内部地区䛻

㻣㻡ᖺ間居住し䚸その間䛻発生し䛯災害の記憶䛸教訓を䚸参加者約㻞㻜㻜人を前䛻䚸精力

的䛻話をし䛶い䛯䛰䛝まし䛯䚹
䚷先生の記憶䛻残䜛地震䛿㻝㻡件䛷䚸㻝9㻠㻠ᖺ䛻発生し䛯東南海地震䛿䚸死者㻞㻟人䚸全

壊家屋㻝㻞㻢㻡棟の被害を四日市䛻䜒䛯䜙しまし䛯䚹


